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Ⅰ 学校の現況 

(1) 学校名及び設置者 

 ・学校名：専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

 ・設置者：学校法人小山学園 

 ・理事長：山本 匡 

 ・校 長：佐藤 康夫 

 

(2) 名称と所在地 

 ・学校名：学校法人 小山学園 専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

・所在地：東京都 世田谷区桜新町 1-2-1 

  

(3) 沿革 

東京工科自動車大学校世田谷校は国土交通省指定の自動車整備士養成施設で、日本の基幹産業である

自動車業界の発展に寄与するトップリーダーの育成を目的として昭和 60 年に設立、以来約 7000 名超

の卒業生を輩出してきました。 

東京工科自動車大学校世田谷校は、整備士教育をベースとして車のトータルな知識を持ち、さらに自動車

業界でトップリーダーとして仕事をするために特徴ある専門教育カリキュラムを有した大学校です。 

卒業生の活躍の場を「自動車業界全方位」として考え、それを実現する教育の取り組みをしており、卒業

生は自動車業界の広範囲な業種でその専門性を活かし技術者として活躍をしています。 

 

(4) 課程・学科の構成(令和 7 年 4 月 1 日現在) 

課程名 学科名 開設年月日 修業年限 入学定員 収容定員 

 

工業 

専門 

課程 

１級自動車エンジニア科 平成 19 年 3 月 6 日 4 年 40 名 160 名 

自動車整備科 平成 2 年 3 月 31 日 
2 年 70 名 140 名 

自動車整備科(MB コース) 平成 28 年 9 月 25 日 

自動車整備科(夜間)  令和 3 年 2 月 12 日 2 年 25 名 50 名 

合計 135 名 350 名 

 

(5) 学生数及び教員数 

 学生数 基幹教員数（本務者数） 兼任教員数 

令和 7 年 5 月 1 日現在 289 名 15 名（15 名） 9 名 

令和 6 年 5 月 1 日現在 237 名 12 名（12 名） 12 名 

令和 5 年 5 月 1 日現在 234 名 15 名（15 名） 10 名 
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Ⅱ 各項目の基本方針 

項目 1 教育理念・目的・目標  

「教育理念・目的・育成人材像について」 

専門学校東京工科自動車大学校では、学園（学校法人小山学園）としての学園理念（＝教育理念）や目

的、育成人材像等を明確にし、それぞれの専門分野の特性を明示している。 

本校の学園理念は、平成 18 年度に実施された部門や世代を横断した全学的なプロジェクト（K-21 プ

ロジェクト）において策定されたものである。策定にあたっては、一から理念を作り出すのではなく学園

の建学の精神である「自由啓発教育」をわかりやすく時代に即した形で表現しなおすこととした。このこ

とからもわかる通り、学園は建学以来首尾一貫した理念の下に教育活動を続けてきている。 

現在では、この学園理念「技術者を目指す全ての人の夢を受け止め、高い技術力と豊かな人間性を備え

たプロフェッショナルを育成し、社会に貢献します。」の下に教職員は「自立した職業人を志して入学し

てきた学生の向学心を信じ、分からないことを学生の所為にしない」という共通認識と信念のもと、全教

職員が一丸となってカリキュラムの開発と教育力の充実に努めている。 

また、各学科の目標や育成人材像に関しては、社会から求められた特色のある教育活動を実現すべく教

育課程編成委員会を設置して定期的に会議体を開催し、自動車業界等の関連企業や団体から今後の業界

で必要とされる専門知識・技術・技能について意見をいただいて策定している。産業界の技術革新は日進

月歩であるため、定期的に見直しを図ったうえでディプロマポリシー（DP）として表現し、Web サイト

や学校案内書、企業向け広報誌などの各種媒体で広く展開し周知を図っている。 

 

項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

「教育活動について」 

 自動車業界で活躍できる人材を輩出することが使命である本校では、高度化する自動車整備技術に対

応し自動車の設計・開発・実験技術者を目指す「1 級自動車エンジニア科」、就職後に現場で即戦力とし

て活躍できる整備士を目指す「自動車整備科」とそのコースとしてメルセデス・ベンツ日本との業務提携

によりメルセデス・ベンツのテクニシャンを目指す「メルセデス・ベンツ・コース」、夜間の開校で多様

なライフワークに対応し整備士資格を取得できる「自動車整備科(夜間)」の３学科を設置している。 

自動車業界等の関連企業や団体の方々を委員とした教育課程編成委員会の意見を聞き、業界で必要とさ

れる専門知識・技術・技能を取り入れ、常にカリキュラム開発に取り組んでいる。 

 同時に本学は、国土交通省認定の自動車整備士養成施設であることから、国土交通省の指定基準にある

訓練項目及び訓練時間数によって基盤となるカリキュラムが構成されている。その内容は一級自動車整

備士養成課程と二級自動車整備士課程に分かれており、4 年制の学科においては一級自動車整備士、2 年

制の学科においては二級自動車整備士となっている。これらの規定は自動車の構造・機能、整備作業、法

令等の大きな区分に分かれており、この規定を満足するような科目配置、時間数、内容としたカリキュラ

ムとすることで、学生は卒業と同時にそれぞれの国家資格試験を実技試験免除で受験することができる。 

 カリキュラムは学期ごとに学ぶ内容を紹介した「シラバス」、さらに内容を細分化して 1 コマ 1 コマ
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の授業内容を紹介した「コマシラバス」に落とし込み学生へ展開している。学生はこれらを活用すること

で、何をどのように学ぶのかを事前に知ってから授業に臨むことができるため、より一層学びを深めるこ

とができている。 

 1 コマの授業ごとに「授業シート」を配布し、その授業の大事なポイントを始めの 10 分間で解説し、

常にポイントを意識しながら学生は授業を受けている。これにより授業への集中力を高めることができ

ている。授業終了時には「授業カルテ」を実施し、学んだ内容の理解度をその場で確認することで教えモ

レを防ぎ、さらに学生の理解に対する躓きを察知するようにしている。理解不足の部分は授業内や補修等

で的確に補うようにしている。なお、この「授業カルテ」の点数は学生の成績評価には反映しておらず、

あくまで授業理解のチェックツールとしての機能になる。 

 また、1 コマの授業ごとに授業評価（AG 評価）もしており、出席率や授業カルテの点数等をもとに定

量的な指標を算出し、授業の成否を評価している。年 2 回の授業アンケートでは無記名で学生が授業に

ついて評価をし、教員はそれを分析し今後の授業運営に反映させている。 

 これらのことを実現するために十分な教員を配置するようにし、教員組織は副校長を主幹として各学

科に科長をおき、常勤・非常勤教員のマネジメントをおこなっている。教員の教育・育成においては、学

園全体で春・夏・冬の年 3 回実施している教職員研修の他、学内外の勉強会やセミナー等へも積極的に

参加するようにしている。特に自動車業界の最新の技術・知識の習得においては、関連企業の協力をいた

だきセミナー等へ参加することで、授業内容が陳腐化しないように努めている。 

 

「学修成果について」 

 学園理念に従い、就職希望者の早期（8 月末）内定 100％、資格合格率として一級自動車整備士 90%、

二級自動車整備士 100％を目標として掲げている。 

 本校では、入学した学生に対して各学科の中で絶えず職業を意識させ活動させている。入学後すぐの 1

年次（4 年制学科は 3 年次）には年 5 回の就職プログラムを進路指導行事として用意しており、専門分

野の業界についての情報伝達、自己分析と将来の人生設計、SPI 試験対策、作文対策、面接対策等を実施

して職業に対する意識付けと自己能力のレベルアップを図っている。この他にも、卒業生を講師としたパ

ネルディスカッション形式による体験談講演会や、企業人事担当者より求められる人材像について説明

いただく企業研究会等も実施して学生の就職意欲を高めている。これらの企画は、約 120 社の企業から

なる小山学園後援会の協力のもと実施している。 

 学生への就職指導は、あくまで学生本人の職業理解と決断を第一としており、学校は本人の意思を優

先・尊重し、進路決定を支援することにしている。そのため、進路は就職の他、4 年制学科への 3 年次

編入、大学・大学院編入、留学等もあり、それぞれについて学生への支援をおこなっている。 

学生個別の指導は、クラス毎の担任が常に学生の状況を把握し、学園組織の成長戦略推進本部の企業窓

口部署である企画部と連携しながら、それぞれの学生に合った適切な指導をおこなうようにしている。ま

たこの部署を中心として企業の採用担当者との連携を強化し、内定辞退の軽減や本校単独の採用説明会

および選考会を実施をしている。 

資格取得については、卒業直前の資格対策講座の他、職業観の中で資格取得に関わる意識を絶えず保持

させていけるようカリキュラムに落とし込み、日々の授業の中で資格取得に向けるモチベーションを高

めてゆくことに重点をおいている。 
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資格試験の受験結果については分析をおこない、次年度の資格対策に生かしている。なお、これらの目

標達成に向けては、重要なポイントを KPI として月例の学園経営会議で報告・共有することで、目標達

成に向けた進捗度合を定期的に確認している。 

 

項目 3 学生の受入れ、学生支援 

「学生の募集と受入れについて」 

 学生の受け入れについては、アドミッションポリシー（AP≒入学者受け入れ方針）を策定し、それに

基づき入学選考を実施している。接続する教育機関である高等学校等やその生徒には進路説明会に積極

的に参加する等して教育内容や教育方針等の情報提供をおこなっている。いくつかの高等学校とは教育

連携の協定を結び、高専連携授業を実施する等して高校生の興味関心を引き出しており、その成果として

数十名がミスマッチなく入学し本校で学んでいる。 

入学希望者の属性は多様化してきており、高等学校からの入学者以外にも大学卒や社会人経験者とい

ったいわゆる高校既卒者や日本語学校経由での留学生等、幅広くなってきている。留学生の受け入れにつ

いては、人材不足である自動車業界からの要望も多くあるため、届出をしたうえで東京都の受入指針より

も多くの留学生を受け入れることとしている。留学生は様々な国から様々な目的で入学を希望してくる

ため、学園理念およびアドミッションポリシーに合致しているかを「学力支弁（主に日本語能力）」「経費

支弁」「人物支弁」の 3 つの支弁が立っているかについて入学選考にてしっかりと精査したうえで入学を

許可している。今後 18 歳人口はさらに減少してゆくため、今以上に多様な角度から学生募集活動をお

こない、国籍や年齢といった属性に関わらず、自動車業界の技術者を目指す方々を受け入れられる準備を

する必要がある。そのためには、時代に合った学生募集活動に取り組むべきであり、姉妹校では数年前か

ら実施しているインターネット出願の導入も検討しているところである。 

学納金の納入に関しては、学科ごとの教育内容、必要経費を基に算定し、同分野の他校との比較検討の

うえ平均的な水準の額となるよう積算基礎を立て設定している。近年は物価高騰や人件費上昇等もある

ため、定期的な見直しをおこない法人の財務状況を確認している。入学検討者や入学予定者および学生等

に対しては、オープンキャンパスや各種相談会で説明する等、募集要項や入学手続案内にて金額や納入期

日について明確に示し、学則に沿って「前納」かつ「全納」をルールに徴収をおこなっている。 

「学生支援について」 

学生たちが充実した 2 年間ないし 4 年間の学校生活をすごし、十分な職業教育を受け、社会で活躍で

きる技術者として卒業するためには、様々な支援が必要であると考えている。支援に当たっては、前述し

た小山学園後援会や関連企業・団体、小山学園同窓会等の協力を得ながら法令遵守のもと遂行している。 

 就職支援では、各企業のニーズ（求められる人材像）に応えられるような教育を展開すると共に、各科

担任・科長と就職担当部門である企画部が連携し、学生一人ひとりに合った就職先を紹介できるようにし

ている。指導に当たっては、企業と学生の相互理解を促し、企業と学生双方にとってミスマッチのない就

職になることが大切であると考えている。 

生活、経済、健康等に関する各種学生相談については、全教職員が一次相談窓口となり学生が相談しや

すい環境を整えるようにしている。相談内容に応じて、必要な部署や担当者と連携し対応している。経済
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面での支援については、修学支援新制度や日本学生支援機構や東京都育英会をはじめとする各種奨学金、

社会福祉協議会との連携等によって個々の事情や家庭環境に合わせた対応を心掛けている。また、特別配

慮を要する学生については、個別相談によって配慮できることとできないことを明確に伝え、対象学生等

の合意のもと授業へ円滑に参加できるよう工夫している。 

 また、近年増加傾向にある留学生に対しては、学務室を相談窓口として様々な相談に応じている。ビザ

の更新や変更といった在留資格に関する指導、資格外活動（アルバイト）に関する指導、留学生が犯罪や

トラブルに巻き込まれないようにといった生活に関する指導等、留学生に向けたガイダンスの実施や個

別での相談や指導を行い対応している。 

 技術者を目指す学生たちが様々な事情によって途中で夢を諦めることなく学生生活を続けられるよう

支援をしているが、近年は専門性が必要な相談も増えてきており対応に苦慮するケースもある。そういっ

たこともあり、意欲喪失や心身不安等あるいは経済的理由により毎年一定数の退学者が出ており、課題と

なっている。 

 

項目 4 教育実施組織・教員  

「教育を実施する教員について」 

本学は、国土交通省認定の自動車整備士養成施設であり、教育を行う者についても一種養成施設の指定

基準に基づいた要件がある。二級整備士を教育する二年課程については、原則として教員が二級整備士資

格以上を取得していることが必要とされ、そのほか実務経験や養成施設での教員経験を持つかどうかな

どで、二級課程の講義科目や実習科目の教員としての必要条件が異なる。同様に一級整備士を教育する四

年課程の 3 年・4 年にあたる一級課程の教育については、原則として教員が一級整備士資格を取得して

いることが必要とされ、そのほか実務経験や養成施設での教員経験を持つかどうかなどで、一級課程の講

義科目や実習科目の教員としての必要条件が異なる。 

また、卒業時に受験する整備士国家試験に合格する専門知識の教育や、主な就職先となる自動車整備工

場での整備事業に対する実践力を学校で修得させるため、カリキュラムは体系的に構成されており、自動

車社会で専門的なエンジニアとして長く対応するための基盤を養成するものとなっている。 

それらは、自動車工学、自動車構造、自動車整備作業、自動車検査作業、故障診断、自動車関係法令な

どの項目に分けられ、各教員の実務経験や専門性により担当を振り分け配置されている。 

また、自動車技術は日進月歩で進化しているため、教員の経験や知識が陳腐化しないよう、また若者の

成長に寄り添う指導など指導者としての専門性を高めるためのブラッシュアップなど、学内での研修や

外部講習への参加について積極的に奨励している。 
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項目 5  教育環境  

「教育環境について」 

教育環境の整備は、前項の学生支援と共に学生がしっかりとした職業教育を受け、有意義な学校生活を

過ごすためには欠かせない重要な事項として捉えている。専門学校設置基準や各種法令等に準拠するこ

とはもちろんだが、学習環境を整えてより効果のある教育をすることも大切である。 

 校舎施設や設備、教材等については、安全・衛生面や老朽化等の視点による定期的な点検と見直しをお

こなっている。教材の不足や劣化、故障・汚破損等については、そのレベルによって優先順位を付け、設

備投資や修繕計画として予算組みをして計画的に対応をしている。 

 学外実習やインターンシップといった授業については、教育課程上で明確な位置づけをして外部企業

や団体と連携のうえ実施している。特に、1 級自動車整備科では約 1 か月間のインターンシップが必須

となっており、4 年生全員が参加する。担当教員は十分な効果・成果が上がるよう、受け入れ企業担当者

と密に連携し、教育体制・環境を整備している。その他、学園祭等の学校行事や海外短期留学研修といっ

た選択科目も用意し、豊かな人間性を育むことにも力を入れている。 

 防災・安全管理については、消防計画等を策定し定期的に避難訓練を実施したり、学生や教職員が帰宅

困難になった際の食料や飲料水といった災害時備蓄品を用意したりして有事の際に備えている。また、設

置学科の特性上、校舎内には重量のある機械・部品類が多く存在するため、棚を横連結する等の転倒防止

対策も施すようにもしている。しかし、災害は火災や地震以外にもあり、すべてを想定した対策には十分

ではないと感じており、継続課題としている。 

 

項目 6  教育活動の基盤と改善・向上の取組  

「学校運営について」 

学校運営については、現在の理事長の就任時（平成 21 年 4 月）に学園運営方針として「不易流行」

が明示されている。学園運営における「不易流行」とは、時代が求める教育機関であり続けるために、学

科・カリキュラムの改編や履修システムのアップデート等について不断の努力を続けることで、建学の精

神である「自由啓発教育」を維持していくことができるという考えである。 

この学園運営方針をもとに、短期・中期・長期の計画および目標を定め、年度毎に事業計画として学校

の運営方針を公開している。この事業計画の策定にあたっては、ステークホルダーである業界関係者、卒

業生、在校生保護者、地域関係者等を委員とした学校関係者評価委員会にて意見を聞き、反映している。 

計画および目標達成に向けては、重要なポイントを KPI（Key Performance Indicator）として定量

的な指標にして見える化をしている。月例の学園経営会議では、この KPI を用いて計画および目標達成

に至る各プロセスでの達成度合を計測、監視することで、各部門のパフォーマンス状況を確認している。  
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Ⅲ. 大項目と小項目の分析 

大項目 1 教育理念・目的・目標  

1-1 教育理念、目的及び目標の設定等  

教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明確に設定し、養成する人材像を明確

にしていること。  

1．理念・目的・育成人材像について 

（1）建学の精神および学園理念に沿って各科の人材育成像を明確に定め、理念等は文書化し、Web サ

イト・学校案内書・学生便覧等に公開している。 

（2）建学の精神および学園理念に沿って専門分野の特性を定め、１級自動車エンジニア科(4 年制)、自

動車整備科(2 年制)、自動車整備科メルセデス・ベンツ・コース(2 年制)、自動車整備科夜間(2 年制)を

設置し、各科ごとの人材育成像を DP（ディプロマポリシー）として明確に定めている。 

（3）理念等は Web サイト・学校案内書・学生便覧等で公開して学生・保護者、関連業界等に周知して

いる。 

（4）建学の精神および学園理念は普遍的なものと考えている。ただし、その解釈は時代とともに変わる

ことが想定されるため、各科のポリシーは都度見直しをおこなっている。 

 

「自己点検評価」 

本校では、教育理念・目的・育成人材像は明確に定め、また教育活動についても理念等に基づき実施

しており、特色ある職業実践的な教育に積極的に取り組むことは専門学校の社会的責任であること

を確認している。学園理念そのものから来る「分からないことを学生の所為にしない」という共通認

識と信念のもと、学生の向学心を促し、勉強した経験のない学生に興味を持たせ、職業人を目指して

授業に打ち込む姿勢を醸成することに注力している。 

これを実現させるためには、「コマシラバス」や「授業シート」「AG 評価」といった教育の質を保証

するためのツールや、「プロジェクト・セミナー」や「インターンシップ」といった産学連携での授

業等、いくつもの教育システムを用意している。教員一人ひとりが、学生の出席率や理解度について

の日次管理や理解不足単元への補習指導といった地道な教育活動をおこなっており、概ね基準を満

たしているものと評価している。今後も「18 歳人口の減少」や「大学進学率の上昇（大学全入時代）」

「若者の工業離れ」等の環境変化に対応し、専門学校経営をめぐる社会や行政の動き等を慎重に見

極めて対策を立てていきたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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大項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

2-1 教育課程の編成と授業科目 

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な教育課程編成・実施方針を作成し

た上で、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目を配置していること。  

1．理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針について 

（1）教育課程の編成方針、実施方針は文書化して定め、公開している。 

（2）学科毎に目標とする教育到達レベルはディプロマポリシーとして明示している。 

（3）資格・免許の取得を目指す学科において、取得の意義及び取得指導・支援体制を明確にしてい

るか一級および二級自動車整備士国家資格において、学生全員が合格できるよう日々の授業や資格

対策講座にて指導・支援体制を明確にして取り組んでいる。 

（4）資格・免許取得を教育到達レベルとしている学科では、取得指導・支援体制を整備しているか 

卒業直前（試験直前）の資格対策講座の他、日々の授業において、シラバスに落とし込み実践してい

る。 

2．教育目的・目標に沿った教育課程の編成について 

（1）教育課程を編成する体制は、教育課程編成委員会の規約として明確に定めている。 

（2）教育課程編成委員会等、編成過程については議事録を作成し公開している。 

（3）ディプロマポリシー達成のため、科目間の連携や前後関係、教授内容の平準化を考慮した精密

なカリキュラムを構築して科目を配置している。 

（4）修了にかかる授業時数・単位数は学則や学生便覧に明示している。 

（5）在校生については年 2 回の授業アンケートにて、卒業生については教育課程編成委員会や学

校関係者評価委員会にて意見を聴取して教育課程に反映している。 

（6）就職活動の準備を含めた社会の仕組みや企業活動の理解については、就職プログラムという授

業で実施している。 

 

「自己点検評価」 

卒業生が自動車整備士として業界で活躍できるよう、教育課程編成委員会には卒業生や自動車業界

の企業・団体の方々に参画してもらい実社会においての評価やニーズといった意見をいただき、そ

れをカリキュラムに反映している。明確に目標を定め、教育を実践し、効果が出ている。 

しかし、国土交通省の整備士資格制度改正により一種養成施設施行規則も令和 7 年から段階的に改

訂されていることや、学校教育法の改正により専門学校が高等教育機関として大学と同等の位置付

けになり、教育課程の編成については段階的な見直しが行われる。カリキュラムポリシーの策定と

併せて見直ししていく所存である。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

□資料   無償化要件の公開情報 (各科履修時間表・シラバス集) 



専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

 

10 

 

 

②外国人留学生に対して、日本国内に就職する際に必要となる日本社会の理解の促進に資する授業

科目を 300 時間以上開設していること。【注）外国人留学生キャリア形成促進プログラム】  

認 認  

 

1．外国人留学生キャリア形成促進プログラムの認定について 

（1）外国人留学生キャリア形成促進プログラムについては 2023 年より、職業実践専門課程の認

定校であり、就学支援の財務要件を満たし、高い収書率実績を持つ学校として現在認定を受けてい

る。 

（2）留学生の国内就職については、自動車整備分野として古くから技・人・国ビザの認定を得られ

ており、このプログラムを前提とした就職企業との連携や活用ができているとは言えない。 

（3）2025 年の自動車整備科における留学生比率は 50%を超える状態になっており「日本国内に

就職する際に必要となる日本社会の理解の促進に資する授業科目を 300 時間以上開設しているこ

と」という要件を満たすための準備を行っている。 

 

「自己点検評価」 

日本国内に就職する際に必要となる日本社会の理解の促進に資する授業としては就職プログラムと

いう授業で実施しているが 300 時間には至っていない。二級課程であれば約 1800 時間が必修の

専門講義、専門実習となっており、そのほかの教養科目を 300 時間配置するのは非常に困難であ

る。プログラム認定の条件を満たすための工夫を検討してゆきたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内(就職プログラム) 
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2-2  教育の実施  

①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、適切な授業形態で教育が実施され、

かつ、適切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を行っていること。  

◎ ◎  

1．適切な授業と教育及び評価について 

（1）本校は国土交通省認定の自動車整備士養成施設であることから、ほとんどの科目が必修科目で

となっており指定基準に沿った形で、講義・演習・実習等の科目を効果的に配置している。 

（2）講義・実習については、教育目的に合わせた環境や教材が完備されている。 

（3）成績評価の基準については、学則、学生便覧、コマシラバスにて規定して公開している。 

（4）成績評価の基準は公平かつ明確なものであるべきと考え、ほとんどの必修科目において履修判定試

験を実施し、これをもって成績評価をしている。 

（5）成績の評価は校内の職員会議、校長会を経て客観性・統一性を確認し学生へ公示している。 

 

「自己点検評価」 

本校では、AG 評価という独自の授業評価手法と全学生対象で年 2 回実施の授業アンケートにて授業を

評価する体制を整備している。また、学生に対するアンケートは年 2 回無記名形式で実施している。 

授業アンケート等の授業評価の結果を基に教育課程編成委員会にて話し合い、関連業界等から助言をい

ただき、場合によっては授業への参画（講師派遣、教材提供、校外授業への協力）も得ている。 

授業評価結果は副校長を主幹として各科で分析し、その後の授業改善に反映している。 

このように、成績評価・単位認定の基準は明確なものとなっているが、学校教育法改正による履修認定の

単位化については、他の教育機関で取得した単位の認定について、今後さらに多様な学生を受け入れてい

くことを考えると、今後その仕組みづくりを検討しなければならない。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 
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②企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下「実習・演習等」という）の授業を行って

いること。教育目標の達成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位時間または単位数の総授

業時数に占める割合を具体的に設定していること。【注）職業実践専門課程】  

認 認  

 

1. 企業との連携による実習・演習の実施 

（1）本学園では、後援会企業との連携により学生に対しより実践的な職業観の醸成を進めることや

資格試験やカリキュラムに落とし込まれていない新しい技術に目を向かせることを目的として「企

業研修会」を早くから実施している。 

（２）一級課程 4 年生の教育として国土交通省から義務付けられている外部での実務実習(インター

ンシップ実習)についても、就職の内定企業を中心とした企業との連携により実施している。 

 

「自己点検評価」 

昨今では新技術を搭載した自動車が急速に普及しており、それらについて国家試験や教科書では表現さ

れていない場合が多く、市場の動向と教育内容には乖離が生じているところがある。そのギャップを解消

すべく、小山学園後援会企業をはじめとした企業に協力いただき、新技術研修を学内で開催している。 

総単位数における具体的な一定の割合の設定については今後整備を進めてゆく予定。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

 

 

2-3  単位・卒業認定  

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な卒業認定方針（資格・免許等を含む修

得させる職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当該方針に基づき卒業の認定をしているこ

と。  

◎ ◎  

1. 学修成果目標の達成状況  

（１）資格・免許取得率に関する目標設定については、一級自動車整備士は 90%、二級自動車整備士は

100%を目標としている。 

（２）取得目標としている資格・免許の内容、取得の意義について明確に設定し、入学希望者や学生に展

開している。 

（３）各科の教育課程において、資格・免許の取得に関連する授業科目が主体で構成され、必修科目とし

ており、コマシラバスでもその関連性を明確にしている。 

（４）科目ごとの資料には履修判定試験の合格が義務付けられており、受講時間数（国土交通省では訓練

時間数）と共に、進級・卒業要件として定められている。 
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「自己点検評価」 

二級自動車整備士の合格率については毎年高水準にあり対外的にも遜色のない成果となっているが、一

級自動車整備士については年度毎の合格率にばらつきが出ている。そのため、数年前より「1 級資格プロ

ジェクト」を立ち上げ、模擬テスト結果の詳細な分析、指導体制の強化等に取り組み合格率は向上し安定

してきている。引き続き本プロジェクトを通してカリキュラム改善や資格対策授業の充実に努めて全員

合格を目指していきたい。 

自動車整備士資格合格をカリキュラムの中心に置いているが、いわゆる資格予備校のような詰め込み教

育ではなく、原理原則や基本の修得といった本質の積み重ねで合格に至るようなカリキュラム作りを念

頭におき指導にあたっている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集   

職業実践専門課程の公開情報  様式 4  

 

2-４．学習成果目標の達成状況  

 

卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資質能力の修得（資格・免許等の取得や

知識・技術・技能の修得含む。）についての目標を定め、その目標が達成できていること。  

◎ ◎  

 

１．職業能力を含む資質能力の修得について 

（1）学科・コースごとに資格・免許の取得のほか職業能力を含む資質能力の修得について、編成した

教育科目ごとのコマシラバスにて到達目標を明確化している。 

（２）科目ごとに行われる履修判定試験により、その評価を行い目標達成を確認している。 

（３）自動車整備士については全学生が合格できるよう、十分な指導体制を整備しており、直前には対策

講座の実施もしている。 

 

「自己点検評価」 

自動車整備士資格については、直前の対策講座や模擬試験等、授業を補完する支援をおこなっている。 

また、受験結果については全国平均および JAMCA（全国自動車大学校・整備専門学校協会）平均と比

較して分析をおこない、次年度のシラバスの改善に役立てている。 

自動車整備の仕事上必要となるアーク溶接、電気自動車等整備業務特別教育など、8 種類ほどの資格取

得についても在学中に取得できるよう特別講習等で指導をしている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集   

職業実践専門課程の公開情報  様式 4  
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学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成できていること。  

◎ ◎  

 

1. 学生の就職目標と実績について 

（１）卒業後の学生の進路は、自動車整備士として活躍をする各自動車メーカー販社を中心として、自動

車業界全般となるが、その就職率について 8 月末 100%の内定を目標としている。 

（2）学生は就職活動情報をコンピュータシステムへ入力することになっており、教職員はタイムリーに

その情報を確認し、個別の指導に当たっている。 

（3）小山学園の就職関連企業で組織化された後援会企業組織を中心に「就職セミナー」を行い、学内に

も企業の窓口となる企画部を設け、組織的に就職指導を実践している。 

（4）自動車整備士資格を取得した人材の社会的ニーズは年々高まる一方で、学生の就職率は 100%が

当たり前となっている。 

 

「自己点検評価」 

自動車整備業界の就職活動は原則として学校紹介になるため、動向管理もしやすく早期全員内定も目指

しやすい。また、近年増加している外国人留学生に対する採用も、日本人と同様に求人活動が行われ、就

職率の高さは維持できている。 

ただし、留学生については、技・人・国ビザへの切り替えなど、企業と連携しなければならない項目も増

しているため、法的な規制も把握しつつ体制の整備には今後も対応が必要となると思われる。 

就職内定率目標の 8 月末 100%は、今年度は 1 級自動車整備科が目標達成。自動車整備科、エンジンメ

ンテナンス科は未達であったが、3 月末には 100％を達成した。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

職業実践専門課程の公開情報  様式 4  

小山学園ホームページ・学校案内 
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大項目 3 学生の受入れ、学生支援 

  

3-1 学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理  

 

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望者に明示し、入学者の選考を公正に

行い、合否を決定していること。  

◎ ◎  

 

1．入学選考基準と運用について 

（1）入学については、学則および募集要項にて入学選考基準、方法を規程等定め、募集要項により明確

に定め提示している。 

（2）入学の選考については、募集要項に定めた通りに実施し構成に合否を決定している。 

（３）面接試験については、面接官によって差が出ないよう、質問内容や評価基準を明記した面接評価票

を用いて公平な試験になるよう実施している。 

 

「自己点検評価」 

本校では、入学者と学校のミスマッチを防ぐため、出願前にオープンキャンパスや個別相談（個人見学）

等で実際に学校を見て教員と相談することを推奨している。 

入学選考は公平かつ公正に実施しているが、近年は留学生の応募者が増加していることもあり日本語

能力や志望理由の適正性についての見極め精度を上げる必要がある。 

また、入学者の基礎学力の高さは二極化する傾向にあるため、入学後に円滑な授業運営をするには入学

前教育の充実やカリキュラムやコマシラバス、授業方法のさらなる改善が必要である。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

職業実践専門課程の公開情報  様式 4  

小山学園ホームページ・学校案内 
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②学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っていること。  

【注)修学支援新制度機関要件の確認】  

【注）外国人留学生キャリア形成促進プログラム】  

◎ ◎  

 

1．学生募集活動の適切かつ効果的な実施について 

（1）専修学校団体である東京都専修学校各種学校協会が定めた自主規制に即した募集時期等に則って学

生募集活動をおこなっている。 

（2）入学予定者が十分な入学準備をおこなえるよう、適切な時期に願書の受付を開始して出願（選考）

に進めるようにしている。 

（3）専門部署（入学相談室）を設置して、志願者等からの様々な入学相談に応じている。相談方法は対

面や電話、メール、オンライン面談、SNS 等の方法を用意して、相談しやすい環境を整えている。 

（4）学校案内書やＷｅｂサイト等にて、各科における教育活動や学習成果等の特徴について正しくわか

りやすい表現で紹介している。なお、すべての広報媒体において誤解を招くような誇大な表現は避けるよ

うに注意している。 

（5）広報活動・学生募集活動において、相談内容の情報や住所氏名等の個人情報について情報管理等の

チェック体制を整備し法令に従い適切に管理している。 

（6）体験入学、オープンキャンパスなど毎月複数回のオープンキャンパスを開催している。また、オー

プンキャンパスには学生スタッフも参加して、学生の生の声が聞けるようにするなど、様々な角度から学

校を理解していただけるよう参加機会の提供や実施内容の工夫に努めている。 

（7）多様な志望者が選考に臨めるよう、複数の入学方法を用意している。また、国内生と留学生では募

集要項を分け、それぞれが適切な選考を受けられるようにしている。 

 

「自己点検評価」 

頻繁に高等学校等に出向いたり、定期的に学生募集イベントを開催したりするなどして、積極的に学生募

集活動を実施している。広報媒体についても誇大表現を避けるなど、適切な情報提供をしている。 

オープンキャンパス等の学生募集イベントには、社会で活躍している卒業生を呼ぶ等して、本校での学び

のどの部分が、仕事のどの部分で役立っているのかを具体的に伝えるよう工夫している。 

入学定員に対する充足率も徐々に高くなってきており、今後はさらに進路検討者の立場に立って事情や

動向をしっかりと捉え、さらなる工夫をもって活動に当たりたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

小山学園ホームページ・学校案内 
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3-2  自主的な学習の促進に対する支援  

学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業を行うなど学習支援に取組んでいること。

学生の円滑な学習に向け、シラバスの活用による学習成果の向上や自主的な学習に関する適切な支

援を行っていること。  

△ △  

 

1．学生の学力や学習状況をの把握およびシラバスの活用による学習支援について 

（1）授業科目ごとにシラバス、コマシラバスを作成し、授業科目の目標に照らし、適切な教育内容

を提供している。 

（2）効果的な学習指導となるよう、コマシラバスの内容を基に細かな工夫を授業シートに落とし込

み実践している。 

（3）授業シート内容を授業開始前に確認してから授業を開始し、コマの目標を共有している。 

（4）授業終了時には、授業シートの項目の理解度を確認するための「授業カルテ」を実施し、コマ

ごとの授業における躓きを見える化し、復習や教員への質問への契機としている。 

（5）授業シート・カルテの実施内容を確認することで、履修判定試験への準備ができるようにして

いる。 

 

「自己点検評価」 

一コマ単位の短いタームでの理解度確認により、学生の理解度の進捗状態が教員も把握できるようにな

り、履修判定試験実施前の個別指導のデータとしても有効に活用できている。 

試験実施により、初めて学生の理解度を始めて確認できていた以前のやり方では、時間を取り戻すことが

できなかったが、このシステムにより学生の理解度のばらつきを最小限にすることができている。これら

一連の授業ツールやその活用による授業システムを我々は「コヤマ式」と呼び、わが学園の教育の特徴と

している。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

小山学園ホームページ・学校案内 
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3-3  多様な学生に対する支援  

 

①適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学生、社会人経験者など、多様な学生に対

する支援を行っていること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 

②特に海外からの留学生について適正な在籍管理、進路(就職)指導を行うとともに、日本人学生との

交流の機会が確保されていること。  

【注）外国人留学生キャリア形成促進プログラム】  

認 認  

 

1．海外からの留学生に対する在籍管理、進路(就職)指導について 

（１）各科における教育活動や学習成果等の特徴について留学生にとってわかりやすい表現で紹介して

いる。教育課程は体系的に編成しており、留学生にとっても学びやすいカリキュラムになっている。 

（２）留学生の受け入れを促進するために、学校案内書や Web サイトにて教育課程、教育内容・方法

等について発信している。入学希望者は日本語学校経由がほとんどであるため、それらの資料を持って

日本語学校を訪問し丁寧に説明し案内している。また、外部の進学情報誌や進学情報サイトにも出稿す

ることで、国内外へ積極的に情報発信をおこなっている。 

（３）入学後の在籍管理やビザの更新等の手続きについての把握や指導は、学務室を中心に適切に実施

している。 

（４）在籍の留学生の日本人を含めた交流会は、年一回学園単位で実施している。 

 

「自己点検評価」 

学校における出席率は、平均 95%を超えており問題はない。最近は、自動車整備業界就職に必要な運

転免許の取得について外免切り替えの難易度が高まり、就職活動の進捗に支障をきたす結果になるなど

課題も生じている。在留資格関連の把握と共にきめ細かな管理を今後も進めてゆく必要を感じている。 

姉妹校 3 校と共催で留学生交流会を毎年開催し、留学生と教職員の交流の場を設けており、一般財団法

人日本語教育振興協会「日本語学校教育研究大会」主催の、留学生の環境整備を目的に設立された賞であ

る日本留学 AWARDS において専門学校 技能・技術系部門で受賞を受けている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

小山学園ホームページ・学校案内 
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3-4  学生生活に関する支援 

 

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するための環境整備を行い、適切に運

営していること。  

◎ ◎  

 

1．学生相談に関する体制について 

（１）本校では、専門学校における学生相談は、学業や進路といった学校生活の中で発生するものが中心

であると考えており、クラス担任制度をとりこういった相談にきめ細かく対応している。また、相談内容

によっては他部署や外部専門機関と連携している。そのため、専用の相談室および専任カウンセラーは配

置していない。 

（２）面談や本人・保護者等とのやりとりといった相談記録は、対応した教職員が都度データベース上の

指導記録簿に記入し保存している。相談内容はプライバシーに配慮しつつ教職員間で共有をしている。 

（３）留学生の相談等については学務室職員を相談窓口（担当職員）とし、東京都や出入国在留管理庁の

指針や指導に沿って在籍管理等生活指導をおこなっている。 

 

「自己点検評価」 

クラス担任を中心とした柔軟なカウンセリング体制は一定の効果がみられるが、近年は精神面に問題を

抱えている学生が増えてきており、対応に苦慮するケースもある。学校としてこれらのケースにどこまで

関わるべきかを検討し、必要に応じて相談室の設置や専門カウンセラーの定期的来校、教職員のカウンセ

リング講習の受講等について継続的な検討を考えている。 

また、留学生についてはひと通りの相談体制は整備されているが、さらに留学生数が増え国籍等が多様化

するにあたっては、組織としてのさらなる支援・相談体制の強化が課題である。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

 

20 

 

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し適切な対応を行っているこ

と。  

◎ ◎  

 

1．就学の継続が困難な問題を抱える学生への対応 

 

（１）学習面での躓きを早期に発見し、理解度不足からモチベーション低下を起こさないように、また高

い専門性の修得のため段階的な理解度を積み上げてゆくためにも、コヤマ式と呼ばれる本学園独自の履

修システムが効果を挙げている。 

（２）また、出席不良などに表れる学習のリズムの変化については、クラス担任を中心に管理し、保護者

との連携を取るなど、密な対応を実施している。 

（３）留学生の相談等については学務室職員を相談窓口（担当職員）とし、東京都や出入国在留管理庁の

指針や指導に沿って在籍管理等生活指導をおこなっている。 

（４）経済的な問題を抱える学生については、公的支援制度も含めた経済的支援制度に関する相談に適学

務室を相談窓口として、適切に対応している。 

 

「自己点検評価」 

近年における学生の退学要因は、家庭の経済状況から学費の工面ができなくなり退学となるケースや、心

の病から学校に登校することができず、就学に支障をきたし退学となるケースの大きく 2 つの要因が多

くなっている。前者の場合については学務室の相談窓口で奨学金に関連する有効な情報を伝えられるよ

うに努力している。後者については、学校側でできることとしては不安や悩みを払拭するための専門的な

相談室を設置することが挙げられるが、まだそのような取り組みはできておらず、担任の対応に委ねてい

るのが現状となっている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を整備し、適切に運

用していること。  

◎ 〇  

1．学生の心身の健康管理体制を整備状況について 

 

（１） 本校は専修学校専門課程のみの設置であるため、学校保健計画は定めていない。 

（２） 医療機関（学校医）と連携し、年 1 回の健康診断を実施し記録を保管している。 

（３） 就職活動や進級・卒業に支障をきたさないよう、インフルエンザ等感染症予防について定期的に

アナウンスをおこなっている。 

（４） 心身について不安がある場合には担任が一次相談窓口として対応し、状況により外部専門機関へ

の相談を促している。なお、専門職員は配置していない。 

 

「自己点検評価」 

クラス担任を中心とした一次相談窓口については、一定の効果がみられるが、心身の健康管理につい

ては専門的な知識が不足しているため、どのように対応すべきかについて教員側のストレスも高ま

っている。相談室の設置や専門カウンセラーの定期的来校、教職員のカウンセリング講習の受講等につ

いて継続的な検討を考えているが対応が遅れているのが現状である。日本人の学生の場合は専門的な医

療機関への受診を勧めるなど保護者とも連携して取り組んでいる。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

□資料 4  外国人留学生募集要項 

 

④学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用していること。  

△ △  

1．学生の経済的側面に対する支援体制について 

（1）成績優秀者に対してその授業料を減免する特待生制度や、小山学園後援会の出資による給付型奨学

金など学校独自の奨学金制度を整備し用意している。 

（2）入学制度の一部として条件を満たした入学者に対して学費減免をおこなっている。学納金は年 2 回

の分納制としており全納かつ前納をルールとしているが、家計急変等の場合にはそれ以上の分納および

延納について相談に応じている。 

（3）日本学生支援機構の緊急・応急採用など大規模災害発生時及び家計急変時等に対する支援制度を担

当者から案内している。 

（4）入学前においては、募集要項や入学手続案内、オープンキャンパスで、入学後においては、各種ガ

イダンスやホームルームで周知し、奨学金説明会を開催するなど全ての経済的支援制度の利用について、

学生・保護者に情報提供している。 
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「自己点検評価」 

入学前から進学にあたって、学費の納入に対しての課題を抱え多くの相談が来るようになっている。学

園としての独自の奨学金制度の整備や、公的奨学金の手続きについての情報提供について整備を進めて

いる。私学として、入学金や学費などの学納金は前納として頂くルールとなっているが、奨学金の支払時

期とずれがあるため、その工面について困難な学生もおり、イレギュラーな分納という結果となってしま

うケースが増えていることが課題である。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

⑤学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用していること。  

◎ ◎  

 

1. 就職等に関する支援組織体制について 

（1）小山学園後援会企業をはじめとした自動車関連企業と連携し、就職など進路支援のための組織体制

を整備している就職支援をしており、担任、科長、就職担当部署で連携し支援している。 

（2）毎年 1 月に、小山学園後援会企業をはじめとした自動車関連企業をお招きし、企業研究会（就職説

明会）を開催している。 

（3）学生は就職活動情報をコンピュータシステムへ入力することになっており、教職員はタイムリーに

その情報を確認することで共有している。 

（4）就職活動が開始される前に就職プログラムと呼ばれる授業があり、自己分析、適性検査対策、求職

票およびエントリーシート作成指導、作文試験対策、SPI 試験対策、面接指導等の指導を行っている。 

（5）担任を一次相談窓口として全教職員にて学生からの就職に関する個別の相談に適切に応じている。 

 

「自己点検評価」 

就職等進路支援は、企業と学生の相互理解を促し、双方にとってミスマッチのない就職にする必要がある

と考えている。そのため、企業との連携を密にして求められている人材像を明確にしたうえで、学生個々

の能力や資質を見極めて企業側とつなげるようにしている。 

現在のところ就職希望者は全員内定を得ることができているが、留学生の在籍が年々増えてきており、 

引き続き早期全員内定を得るためには、企業への啓蒙や、留学生に対する就職活動の指導等に注力する必

要がある。企業の採用意欲は高まっているので、継続して支援に取り組んでいきたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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大項目 4 教育実施組織・教員  

 

4-1  教員の配置、募集、採用  

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために基準等（教員の採用基

準等）を整備し、適正に運用していること。  

◎ ◎  

 

1．教員の確保と採用基準について 

（1）教員を採用する際には、専修学校設置基準に準拠し、さらに担当予定の授業に応じて求められる能

力・資質等を明示し、確認したうえで採用している。 

（2）教員を採用する際には、国土交通省一種養成施設としての教員要件に則り、さらに担当予定の授業

に応じて必要な資格等を明示し、確認している。 

（3）教員は原則経験者採用としており、その職務経歴にて知識・技術・技能レベルを確認している。入

職後も関連業界に協力をいただき定期的に研修をおこない、業界のレベルに適合するようにしている。 

（4）教員の採用計画・配置計画については、期首の事業計画に合わせて定めている。ただし、中途退職

による欠員補充等、流動的な要素がある。 

（5）教員採用等においては一般募集のほか、小山学園後援会企業をはじめとした関連業界等との連携に

より講師派遣を頂くことで人材確保をしている。 

（6）教員の募集、採用手続、昇格措置等については就業規則にて明確に定められている。 

 

「自己点検評価」 

専門学校の教員の特徴として、専門的な職業の実務経験や資格を身に付けていることが挙げられる。

特に国土交通省指定の自動車整備士の一種養成施設である当校は、その施行規則で教員資格も定め

られており、基本的に自動車整備士資格取得者で実務経験を持っている方が教員となるケースが普

通である。近年、自動車整備士資格取得者の不足化によりその価値が高まったことで、新卒者の採用

条件が良くなっていることは喜ばしいことだが、その分教員採用については応募が激減し、教員の

確保が難しい時代となっている。採用に向けて、就業条件の向上などについて組織的に取り組んで

いる。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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②教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たりの授業時数等を把握していること。また、

教員の専門性、教授力を把握、評価していること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 

 

4-2  教員の組織編制等  

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、責任体制を規程等で

定めていること。  

◎ ◎  

1. 教員の組織体制について 

（1）教員組織体制については効果的・効率的に教育活動がおこなえるよう、配置している。 

（2）教員組織における業務分担・責任体制は、職務分掌等の規定で明確に定めている。 

規程等で明確に定めている。 

（3）定期的に学科内でミーティングをおこなう等、教員間で連携して指導にあたっている。科目指導以

外の学生情報についても、指導記録データベースにて教職員間で共有して指導にあたっている。 

（4）年 2 回実施の学生の授業アンケートを分析することにより、改善点および改善策を提示し取り組

んでいる。改善策の成否の判断も定期的におこない PDCA を回しながら改善にあたっている。 

 

「自己点検評価」 

効果的な教育活動をおこなうために必要な教員組織は整備できており、計画的に研修を実施する体制も

用意できている。また本校では全ての授業で、授業シート（今日の授業）と授業カルテというツールが用

いられており、教員はこれらの資料を作成する必要があることから、自ずと授業準備を入念におこなうよ

うになっている。これは、教員の授業に対する意識を高め、日々の教育の質を一定に保つための一助とな

っている。しかし、人材不足の業界にて教員を確保することは容易ではなく、一部の専門分野では欠員が

出ており、常勤・非常勤を問わず教員に過大な負担をかけている部分もある。 

また、一級自動車整備士資格を保有している教員は全体の約 7 割であり、より一層の技術の高度化に備

え、安定的に一級自動車整備士資格保有の教員を確保できるよう、引き続き自動車整備業界と深く連携し

てゆく必要がある。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

②教員間で連携、協力体制を構築していること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 
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4-3  教員の資質の向上  

①学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty Development)などの取組や、教員の研究活動、

自己啓発等への支援を行っていること。  

◎ 〇  

 

1．学校の教育活動の改善、教員の資質向上への取組みについて 

（1）本校では日々の授業実施の結果から得られる AG 評価など、履修判定試験前に授業運営に対し課題

が発生した際に、科長と教員とが共有できるシステムがあり、それをベースに改善を行っている。 

（2）履修判定試験の結果については、学生個々の理解度の把握だけではなく、特定の理解度不足などの

課題について踏み込んだ分析も実施しており、学園として行われる履修判定校長会にて報告し、次の期や

翌年の授業改善の項目が見える化されようになっている。 

（３）教員の資質向上を目的として自動車の最新技術・知識を修得するための研修や、教授力向上のため

の関連業界・団体等の外部研修に積極的な受講を推進している。 

（4）年度期首に上長と面談のうえで人事評価の課題として教員の研究活動・自己啓発への支援など教員

のキャリア開発を支援している。 

 

「自己点検評価」 

教員の授業成果の見える化や、業績評価への反映などそのシステムは整えられているといえる。しかし、

教員の授業持ちコマ数は依然として多く、余裕をもって授業準備や改善活動を実施できる状態は作れて

いない。教員の自助努力に期待しているところも大きく、組織としてサポートすることについて今後の課

題といえる。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

 

26 

 

 

①-2 特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織的に行っていること。 

【注）職業実践専門課程】  

認 認  

 

1. 教育課程編成委員会の設置と活動について 

（１）東京工科自動車大学校三校は国土交通省の施行規則に基づく自動車整備士の養成機関であり、

ステークホルダーである企業からの委員による教育課程編成委員会を設置し運営している。 

（２）学生が就職する自動車業界における技術の進歩や人材ニーズの変化により、教育課程の改善をテー

マとして年 2 回の委員会を開催し、その議事録は公開情報で公表している。 

（３）委員会で検討した内容に基づき、東京工科自動車大学校三校の教務部が中心となり、カリキュラム

改定案を作成し、学則変更(履修表の変更)および授業内容の改善を行っている。 

 

「自己点検評価」 

教育課程編成委員会は二年制の二級整備士課程の教育課程の検討が行われる分科会と四年制の一級整

備士課程の教育課程の検討が行われる分科会の大きく二つに分かれて継続的な検討が行われてる。 

近年は自動車整備士制度の大幅な改訂により教科書内容が改変され、それに伴う資格試験の内容も変

化するという 4～5 年をかけた大きな移行期間となっているため、これに伴う教育課程の変更に関する

検討が主たる議題となっている。また、文部科学省の学校教育法の改正も同じく進められており、単位制

への移行の影響で、科目のコマ数単位や学期制の見直しも行われている。このように現在は大きな過渡期

にあり、教育課程の変更について教育の質の維持と向上を意識しながら取り組むことに心がけている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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②教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を企業等と連携して、組織的に行っている

こと。  

【注）職業実践専門課程】  

認 認  

2. 教育課程編成委員会の設置と活動について 

（１）小山学園は 120 社を超える企業で構成される後援会企業組織があり教育運営に対するバックアッ

プﾟや学生の採用に向けた就職説明会の実施など、積極的な組織的な活動を実施頂いている。 

（２）教育内容の向上に向けたバックアップには、教材の提供や新技術など専門教育に有効な情報の提供

がある。 

（３）最新の技術を搭載した車両の構造や整備要領についても、車両を学校に持ち込み企業の方に開設し

て頂くなど、企業連携教育を定期的に実施して頂いている。 

（４）また、教員の技術講習や研修なども企業側の運営により複数開催され、夏休みなどを利用して参加

して多くの教員が参加している。 

 

「自己点検評価」 

企業側も、資格を有した貴重な人材を確保する必要があり、学校との連携がより優秀な人材を採用する

ことに繋がるという同じ目的を共有しており、後援会組織がそれを組織的に取り組んでおり、たいへん良

好な関係が築けているといえる。 

学校と企業においては、進化する自動車に対応できる人材を限られた就学期間の中でいかに養成する

かが共通の課題となっている。また、入学者の中に大きな割合を占める外国人留学生の日本語力の向上な

ど、ともに取り組むべき新しい課題も生まれており、指導する教員の教育力は更なる向上が求められてい

る。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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大項目 5  教育環境  

 

5-1  教育環境の整備  

① 教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。  

◎ ◎  

 

1．教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等について 

 

（1）施設・設備・機器類等は設置基準、関係法令を遵守して整備しており、各科の学習目標に到達でき

るものとなっている。さらに、自動車の高度化に対応し、最新の車両や整備機器もできる限り導入するよ

う努力している。 

（2）工学系の専門書や自動車メーカー各車種の整備マニュアル等を設置し、学生はいつでも閲覧できる

ようになっている。 

（3）施設・設備等は定期的に点検をおこなっており、必要に応じて補修等をしている。大掛かりな修繕

については予算も含めて修繕計画を立て、複数年で対応をしている。 

 

「自己点検評価」 

学生が教育を受けるための施設・設備について不足は無く、各科の管理下で整備されている。特に教材機

器に関しては、定期的な設備投資による更新の他、小山学園後援会をはじめとした自動車関連企業から最

新の自動車や部品類等の寄贈をいただくなど、設備の充実を図っている。 

しかし、校舎の老朽化は非常に進んできており、各所で不具合が発生している。対処療法で都度修繕をし

ている状況であり、抜本的な改善はできていない。学生が快適で安全に学校生活がおくれるよう、法人本

部とも連携して対策方法を検討している。 

教育上必要な設備や教材については、設備投資・修繕計画を立て実行している。特に、整備技術を学ぶ教

材については陳腐化しないよう定期的に更新するようにしている。施設（校舎）についても同様に修繕計

画を立てて改修を続けている。 

 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ・学校案内 

 

②学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備していること。また、学生の休憩、食事のためのス

ペースを確保していること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 
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③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参考図書を配架し、必要に応じて学生が閲

覧できるようにしていること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 

 

5-2  安全対策、防災組織  

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切に行っていること。 

◎ 〇  

2．学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか 

（1）現状では、学校保健安全法における学校に該当しないため学校安全計画は策定していない。しかし、

必要性は感じており学校安全計画に準拠した学校防災に関する計画等のマニュアル策定に向けて検討を

始めている。 

（2）日中は人の目による監視により、これまでには防犯面に関して大きな問題は起きていないが、部外

者が校舎内へ出入ることは可能な状況であるため、事故・事件等を防止すべく対策を立てていきたい。な

お、夜間は警備システムによる防犯対策をおこなっている。 

（3）授業中に発生した事故等への対応は定めており、適切に運用している。学生は傷害保険および賠償

責任保険に加入しており、事故等発生時には状況に応じて保険利用の手続きをしている。 

（4）ガソリン等の危険物については、教場管理責任者を定めて厳重に管理し保管している。 

 

「自己点検評価」 

これまでは、各科長を中心にして安全管理をおこなう体制をとり実施してきた。校舎の防犯面や保険手

続き等については学務室にてすべて対応し管理している。災害時備蓄品として食料や飲料水、簡易トイレ

等について全学生および全教職員分を備蓄している。 

しかし、昨今の学校関連の事件発生の頻度を鑑みると、さらなる防犯対策を立て、必要に応じてマニュア

ルを整備するなど、適切に対応していきたい。また、防災面についても様々な災害を想定して日頃より準

備をし、防災訓練の実施や学校防災計画の策定等について適切に対応したい。校舎内の備品等についても

今一度点検をし、危険がある場所については転倒防止対策を施す等の対応をしたい。さらに、有事の際に

は適切な行動ができるよう、定期的な行動マニュアルの再整備と共有を適切に図っていきたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   消防計画・防災計画（未公開） 
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②火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に運営していること。  

△ △  

1．防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 

（1）学校防災に関する計画、消防計画や災害発生時における具体的行動のマニュアルは整備されている 

（2）施設・設備等について消防法・建築基準法上問題となる点は無く、耐震化に対応している。 

（3）施設に付属している防災機器の法定点検については、定期的に実施し、不具合がある場合はその都

度改善をするようにしている。 

（4）安否確認システムを使った訓練や、東京都消防庁と連携したオンライン避難訓練、校舎内避難経路

確認等の訓練を実施して記録を残している。 

（5）消防署とも連携し、避難訓練の一環として教職員・学生に防災関連の講話や動画視聴をしている。 

 

「自己点検評価」 

実習授業が半分以上を占めるカリキュラムとなっており、教育環境も火災の発生や防災に対しより綿密

な対応を心掛けてゆかなくてはならない。実習機材や備品の転倒防止などの対策として、横連結や壁床等

への固定等により対策をしているが、一部未実施の箇所もあるため、引き続き安全管理について対策をお

こなっていきたい。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   消防計画・防災計画（未公開） 

 

 

5-3  施設・設備等の点検、改善等  

 

①施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行っていること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 

 

 

②施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切に実施していること。  

△ △  

※任意項目につき、今回は報告せず。 
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大項目 6  教育活動の基盤と改善・向上の取組  

 

6-1  中期事業計画と財務基盤  

①当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目的、教育目標の実現に向けた具体的な内容

が位置付けられていること。  

△ △  

 

②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確立していること。  

◎ 〇  

 

1．学校及び法人運営の中長期的な財務基盤の安定について 

（1）年度間資金計画や年度間月別資金繰り票、月間資金繰り票などの帳票を用いながら、収入予算から

実際の収入状況を毎月確認しつつ支出のチェックをおこなうことで、収入と支出のバランスがとれた財

務運営を行っている。 

（2）設備投資は過大になっておらず、適正な範囲で実行しており、借入金は長期、短期共に無い。消費

支出の改善等、中長期的な財務基盤の安定に向けて財務改善計画を策定し、事業計画に盛り込んでいる。 

 

「自己点検評価」 

負債もなく基本金も十分にあり財務基盤は問題ないと判断している。数年は消費支出超過となってい

たが、定員充足のため学生募集活動に力を入れて取り組むと同時に、さらなるコスト意識を持って業務に

当たり収支改善ができている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   小山学園ホームページ(財務諸表等) 

 

6-2  学校運営  

①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること（職業教育に関するマネジメント

（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含む。）。  

◎ ◎  

 

1．理念等に沿った運営方針を定めているか 

 

（1）例年 3 月末に実施する全教職員参加の教職員研修にて運営方針を発表し周知している。その後は

学内伝言板にて教職員はいつでも確認できるようになっている。 

（2）法人および校の運営方針を基に、各科・各部署の目標・課題設定を期首の段階でおこなっている。

それを基に教職員一人ひとりの個人課題を上長と面談のうえで設定している。 
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（3）学校運営に必要な事務及び教学について効率的、効果的に学校運営ができるような組織づくりをし

ている。欠員が発生した際には、速やかに人事異動もしくは新規採用等をして補充するようにしている。 

（4）組織間の連携および責任を明確にするために、会議体の位置づけや、部署毎の職務分掌等も明確に

規定している。また、組織の各機能を明らかにするために組織図を作成している。 

（5）職務分掌を定めて各部署の役割分担、組織目標等を規程等で示し、責任や役割を明確にしている。 

（6）校長会規程等、各会議、委員会等の決定権限、委員構成等を明確に定め定期的な開催をし、委員会

等の議事録は、開催毎に作成している。 

（7）学則や就業規則等、組織運営のための規則・規程等を整備している。 

 

「自己点検評価」 

組織としては非常に効率的に運営できているが、教職員に欠員が発生していることもあり余力をもって

業務にあたれていないことが散見される。教職員の補充や DX 化も含めた業務の効率化をより一層図る

必要がある。 

学園の最高意思決定機関としての理事会には社会一般の見識を反映するために外部理事を招聘している。

また、評議員会メンバーには学生の就職先の業界の声を反映するために小山学園後援会の代表者を、ま

た、卒業生の声を反映するために小山学園同窓会の代表を招聘している。これらの組織については、私立

学校法の改正に向け改編を進めている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見を反映するなど、関連企業等団体、

地域社会等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・向上において活用していること。  

△ △  

 

1. 学校関係者評価委員会の活動と地域貢献について 

 

（１）学校関係者評価委員会会則に基づき学校関係者評価委員会を組織し、年 2 回の開催をしている。 

（２）委員の選任は学校関係者評価委員会会則に基づき、卒業生、保護者、地域、関連業界企業等といっ

たステークホルダーの方々から委員は選任し、任期は 2 年である。 

（３）学校関係者評価により明らかになった課題については、対策を立てて改善をしている。前回指摘の

課題についてはその改善進捗や取り組み状況について次の委員会で事務局（学校）より報告している。 

（４）自己評価報告については、その報告内容と、評価について学校関係者評価からの評価も頂いてお

り、自己評価報告書の公開とともに学校関係者評価の結果についても Web サイトで公表している。 

（５）地域を代表する委員からの働き掛けもあり、地元の行事(お祭り、交通安全キャンペーン、清掃等

のボランティア活動)について在校生を中心とした参加を行っている。 

 

「自己点検評価」 

地域から学校に対する依頼事項については、高齢化が進む中、行事の参加者が減少し、運営を担う若者が

特に不足していることから、学校の学生への参加について協力の要請がある。学生にとっても、社会人と

なる最終学歴となる立場から、ボランティア活動や社会貢献について関心を持つ学生も多く、比較的多く

の学生が参加する結果となり、地元の団体や町内会からは喜ばれている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門学校東京工科自動車大学校世田谷校 

 

34 

 

6-3   学校評価の実施と改善活動  

① -2 特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員会を年２回以上開催していること。 

【注）職業実践専門課程】  

認 認  

 

1. 教育課程編成委員会の実施について 

（１）学生が就職する自動車業界における技術の進歩や人材ニーズの変化により、教育課程の改善をテー

マとして年 2 回の委員会を開催し、その議事録は公開情報で公表している。 

 

「自己点検評価」 

自動車整備士制度の大幅な改訂や学校教育法の改正が同時期に行われており、これを機に従来の教育

課程の編成を見直す時期に来ている。学生たちが卒業後に就職する企業の方々で組織された教育課程編

成委員会は、その議論を行うことができる有効な場であるので、委員からの意見を尊重し、改訂作業を進

めてゆく予定である。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

②学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表していること。  

◎ 〇  

1．自己評価の実施と公表について 

（1）学校の自己評価の実施に関しては学則にて定めている。評価については、特定非営利活動法人職業

教育評価機構の評価基準に沿って実施している。 

（2）校長を委員長とした自己評価委員会を組織し、毎年定期的に全学で自己点検・自己評価を実施して

いる。 

（3）自己評価の結果は自己評価報告書として取りまとめ Web サイトに掲載して公表している。 

「自己点検評価」 

学校教育法の改正により、当校では令和 8 年度より第三者評価の受審が義務付けられることになっ

ている。それに伴い、第三者評価項目のガイドラインが文部科学省から示され、それと共に自己点検

評価項目も、従来の 11 項目から 6 項目に改訂され、今年度の自己評価報告書もその内容や項目に

沿って報告されている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 
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③学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に行っていること。  

◎ ◎  

 

（1）自己評価報告書の内容については、学校関係者評価委員に対しても報告され、それぞれの委員の評

価と意見を頂戴している。 

（2）自己評価及び学校関係者委員の意見により明らかになった課題については、対策を立てて組織的に

改善をしている。 

（3）改善の結果については、翌年の年度の自己評価にて報告し、新たな評価を決めている。 

 

「自己点検評価」 

自己点検自己評価報告書は、学校の組織により作成されているが、その内容については学校関係者

評価委員にも確認し評価を頂き、意見を集約している。 

改善内容については、次年度の事業計画にも反映され、その成果については組織的に取り組んだ結

果として報告されている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 

 

〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

6-4  社会からの理解と情報の公表  

① 当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極的に公表しているこ

と。  

◎ 〇  

 

1．教育情報に関する情報公開について 

（1）学文部科学省「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づき、校の概要、

教育内容、教職員等の教育情報を Web サイトや学校案内書にて積極的に公開している。 

（2）令和元年度より「職業実践専門課程の情報公開」に加えて「高等教育の無償化（修学支援新制度）

機関要件の情報公開」について学生、保護者、関連業界等 Web サイトにて広く社会に公開している。 

 

「自己点検評価」 

専門学校における情報提供等への取組に関するガイドラインに準拠した内容で公開しており、現状にお

いて特段の課題等は無いが、今後も適切に情報公開をおこなうことで、引き続きステークホルダーからの

信用を得ていきたいと考えている。 

評価としては、概ね基準を満たしていると判断している。 
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〇参考資料 

□資料   2025(令和 7)年度版自己評価報告書 抜粋資料集 

□資料    小山学園ホームページ・学校案内 

□資料   保護者の皆さまへ Guide Book 

 

 

②教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等をはじめ、社会全体

からの理解を得るよう取組んでいること。  

△ △ 

 

※任意項目につき、今回は報告せず。 
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専門学校 東京工科自動車大学校世田谷校自己評価委員会 

  委員長   佐藤 康夫（校長） 

  委員   井上 真一（副校長） 

           蓬田  誠（1 級自動車エンジニア科科長） 

      髙橋 拓也（自動車整備科科長） 

池澤加志雄（自動車整備科（夜間）科長） 

 

本報告書に関するお問い合わせ先 

専門学校東京工科自動車大学校世田谷校  

自己評価委員会 委員長  佐藤 康夫 

連絡先：TEL:03-5706-6661 

E-mail: y.sato@ttc.ac.jp 


